
P4
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算

P6
第
３
期
福
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
２
期
福
津
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

P7
あ
ん
し
ん
安
ら
か
事
業
の
ご
紹
介

連
載　
こ
ん
に
ち
は
、
民
生
委
員
で
す
！

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金により発行されています。

地
域
で
、
災
害
に
、

備
え
る

特
集
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地
域
で
、
災
害
に
、
備
え
る

特集

【
災
害
時
の
共
助
】

　

災
害
は
同
時
多
発
的
に
被
害
を
も
た
ら
す
た
め
、

公
的
機
関
（
公
助
）
だ
け
で
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
り
ま
す
。
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
、
救
助
も
家
族（
自
助
）や
地
域（
共
助
）の
力
で

行
わ
れ
、
救
助
者
の
う
ち
約
８
割
の
方
が
近
隣
住
民

等
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
と
の
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、「
自
分
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
い
う
思
い
込
み
が
働
き
、
避
難
が
遅
く
な
っ

た
結
果
、
被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早

期
避
難
は
、
家
族
か
ら
の
電
話
で
の
促
し
（
自
助
）
の

ほ
か
、
近
隣
住
民
で
誘
い
合
っ
て
の
避
難
（
共
助
）
が

効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
普
段
か
ら
地
域

で
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
地
域
の
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
】

□�

普
段
か
ら
隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、「
顔
の
見
え

る
関
係
」を
つ
く
っ
て
い
ま
す
か
。

□�

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
か
。

□�

災
害
時
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
に
つ
い
て
地
域
で

話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。

□�

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
災
害
時
に
手
助
け
の
必

要
な
方
々
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
で
話

し
合
っ
て
い
ま
す
か
。

□�

危
険
な
場
所
や
避
難
経
路
、
避
難
所
な
ど
が
記
入

さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
か
。

□�

け
が
を
し
た
時
の
応
急
手
当
の
方
法
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

□�

避
難
所
の
運
営
や
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
、
地
域

で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。

□�

地
域
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
場
所
や
中
に
備
え
ら
れ

て
い
る
も
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。（
発
電
機
・
救

助
資
機
材
・
炊
飯
装
置
な
ど
）

□�

地
域
で
過
去
に
ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
た
の
か
把

握
し
て
い
ま
す
か
。

　

出
典
：「
わ
が
家
と
地
域
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
表
」

　
　
　
　

仙
台
市
防
災
局

　
令
和
４
年
１
月
22
日
に
発
生
し
た
日
向
灘
を
震
源
と
し
た
地
震
で
は
、
福
津
市
で
平
成
28
年
熊
本

地
震
時
以
来
の
震
度
３
を
計
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
雨
災
害
が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、
災

害
は
他
人
事
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

河田惠昭（1997）「大規模地震災害による人的被害の予測」
自然科学第16巻第１号参照。

近隣住民等
約27000人
（約77.1％）

消防、警察、
自衛隊
約8000人
（約22.9％）

阪神淡路大震災における要救助者の救出方法
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○若木台３区の取り組み
　若木台３区では、自治会を中心に令和３年度
から自主防災組織を設立し、地域全体で防災・
減災のための活動に取り組んでいます。特に力
を入れているのは、要配慮者の方々と普段から
つながりを持つことです。「最近、家族と連絡
を取っていない」という何気ない情報も、災害
時には、避難について相談できる人や避難を促
してくれる人がいないという重要な情報になる
との考えから、回覧板を渡す時、分別収集の時、
散歩で通りかかった時など日常の様々な場面で
挨拶を交わし、何気ない会話をしてつながって
おくよう、近所どうしで担当を決め、見守り活
動に取り組んでいます。

　令和３年11月には、高齢者等も参加し、地域
全体で避難訓練を行いました。

　また、若木台３区在住の
高校生が作成したポスター
が、自治会内の様々な場所
に掲示されており、活動の
周知に役立てられています。

○東福間４区の取り組み
　東福間４区では、毎年、福祉会の総会の際に、
支え合いマップを更新しています。マップには、
地域の要配慮者の情報や地域とのつながりなど
様々な情報が記入されており、一目で災害時に
配慮すべきポイントが分かるようになっていま
す。知らない人から避難を促されるより、顔見
知りのご近所さんから避難を促される方が避難
しやすくなるとの考え方から、作成したマップ
を基に普段から見守り訪問活動などを行い、顔
が見える地域づくりを行っています。
《支え合いマップのイメージ》
　地域の様々な情報が一目でわかるようなマッ
プを整備しています。（図はイメージです）

　マップに記載された高齢者等を訪問しての見
守り活動を定期的に行い、普段から顔の見える
関係づくりに努めています。

世話やきさん
一人暮らし世帯
老々世帯
組などのブロック分け

Aさん

Bさん

Cさん

Dさん

Eさん

移送・
ゴミ出し

移送

　福津市にも、普段からの地域の支え合い（共助）を災害時に活かそうと取り組みを
行っている地域があります。

地域での支え合い（共助）の効果を高める取り組み

　福津市社会福祉協議会では、普段からの地域のつながりを活かした、地域の防災・減災の取り組
みを支援しています。気軽に問い合わせください。

問い合わせ：福津市社会福祉協議会　地域福祉係　☎０９４０（３４）３３４１
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我
が
国
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
・

家
庭
・
職
場
と
い
う
人
々
の
生
活
領
域
に
お
け
る
支
え
合

い
の
基
盤
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
る
中
、
こ
れ
を
再
構
築
す

る
こ
と
で
、
人
生
に
お
け
る
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
場

合
で
も
、
誰
も
が
役
割
を
持
ち
、
お
互
い
が
配
慮
し
存
在

を
認
め
合
い
、
そ
し
て
時
に
支
え
合
う
こ
と
で
、
孤
立
せ

ず
に
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
と
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�　

ま
た
、
対
象
者
別
・
機
能
別
に
整
備
さ
れ
た
公
的
支

援
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
分
野
の
課
題
が
絡
み
合
っ
て
複

雑
化
し
、
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
や
失
業
等
に
よ
る
生

活
困
窮
者
や
社
会
的
孤
立
な
ど
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。

�　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
そ

の
人
ら
し
く
日
々
の
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
機
能
強
化
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

福
津
市
か
ら
「
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
」
を
継
続
し
て
受
託
し
、
新
た
に
専
任
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
各
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
密
に

図
り
、
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、

○ 

基
本
方
針

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
市
と
一
体
的
に
策
定
し
た
第
３

期
福
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
２
期
福
津
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
基
づ
き
、
市
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
誰

も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
の
充
実

◦�
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
住

民
主
体
の
福
祉
組
織「
小
地
域
福
祉
会
」の
新
規
結
成
を

支
援
し
ま
す
。

◦�

現
在
福
津
市
内
で
43
団
体（
45
自
治
会
）が
小
地
域
福
祉

会
を
結
成
し
、
見
守
り
活
動
や
日
常
生
活
支
援
活
動
、

交
流
・
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
々
の
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
と
な
り
、
支
え
合
う
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
で
互
い
に
支
え
合
い
・
助
け
合
え
る
よ

う
な
関
係
づ
く
り
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

◦�

市
が
進
め
る
、
郷
づ
く
り
地
域
ご
と
の
生
活
支
援
体
制

整
備
に
係
る
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
を
支
援
し
、
各
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
小
地
域

福
祉
会
な
ど
地
域
の
様
々
な
団
体
と
密
に
連
携
を
図

○ 

重
点
的
な
取
り
組
み
事
項

り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
の
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

◦�

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
、
制
度
の

利
用
促
進
に
係
る
計
画
の
策
定
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
中
核
機
関
の
設
置
等
が
全
市
町
村
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
会
の
法
人
後
見
事
業
や
市
民

後
見
推
進
事
業
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
の
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の

構
築
に
寄
与
し
ま
す
。

◦�

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
事
前
に
預
託
金
を
預
か
り
、

葬
儀
や
家
財
処
分
、
定
期
的
な
見
守
り
等
を
行
な
う「
あ

ん
し
ん
安
ら
か
事
業
」の
普
及
に
努
め
ま
す
。

⑶
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
の
構
築

①
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
る
体
制
づ
く
り

◦�

高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
、
本
人
や

世
帯
の
属
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
様
々
な
相
談
を

受
け
止
め
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
機
関
の
協
働

の
中
核
と
な
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

◦�

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
、
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
、
生
活
困
窮
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も

な
ど
の
支
援
に
か
か
わ
る
施
策
の
受
託
を
積
極
的
に
行

い
、
個
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

②�

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
に
よ
る
公
益
的
な
事
業
の
推
進

◦�

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
課
題
に
対
応

で
き
る
公
益
的
な
事
業
を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

◦�

ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
参
加
し
て
い
る

法
人
、
４
法
人
８
事
業
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
ふ
く
お

か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
福
津
市
地
区
連
絡
会
を
設

福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会　
事
業
計
画
・
予
算

令
和
４
年
度
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立
し
て
い
ま
す
。
連
絡
会
を
中
心
に
相
談
支
援
方
法
を

協
議
し
、
生
活
困
窮
者
等
が
抱
え
る
制
度
の
狭
間
の
課

題
に
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
⑷
介
護
等
事
業
の
充
実

◦�

介
護
保
険
利
用
者
等
、
日
常
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る

人
や
そ
の
家
族
等
か
ら
、
よ
り
高
い
信
頼
度
・
満
足
度

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
充
実
、
自
己
研

鑽
に
役
立
つ
各
種
情
報
の
収
集
・
提
供
及
び
活
用
を
促

進
し
ま
す
。

◦�

不
足
す
る
介
護
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
資
格

取
得
の
た
め
の
貸
付
制
度
や
処
遇
改
善
を
行
い
ま
す
。

○�

地
域
で
の
支
え
合
い
の
充
実

　
（�

小
地
域
福
祉
会
育
成
支
援
事
業
）

　

小
地
域
福
祉
会

は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
お
お
む
ね
自

治
会
ご
と
に
結
成
さ

れ
、
気
が
か
り
な
方

の
見
守
り
や
サ
ロ
ン

活
動
、
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
の
支
援

な
ど
地
域
に
合
わ
せ

た
様
々
な
活
動
を
行

い
ま
す
。

○ 

主
な
実
施
事
業

○
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

　
（
あ
ん
し
ん
安
ら
か
事
業
）

　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
事
前
に
預
託
金
を
預
か
り
、
葬
儀
・
家
財
処
分
、
定

期
的
な
見
守
り
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、

認
知
症
や
障
が
い

等
の
理
由
に
よ
り

判
断
が
難
し
く

な
っ
た
方
を
支
援

す
る
成
年
後
見
制

度
や
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
の
推

進
な
ど
を
と
お
し

て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

○
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
の
構
築

　
（
総
合
相
談
支
援
体
制
の
整
備
）

　

ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
就
学
・
就

労
な
ど
、
訪
問
に
よ
る
面
談
、
信
頼
関
係
の
構
築
、
伴
走

型
の
支
援
を
行
い
、
地
域
課
題
を
蓄
積
し
、
丸
ご
と
受
け

止
め
る
相
談
支
援
体
制
整
備
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
が
目
指
す
地
域
像
】

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
誰
も
が
役
割
を
持

ち
、
お
互
い
が
配
慮
し
存
在
を
認
め
合
い
、
そ
し
て
時
に

支
え
合
う
こ
と
で
、
孤
立
せ
ず
に
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
福
津
市
を
目
指
し
ま
す
。

●収入� （単位：円）
種 　　別 決 算 額

寄付金収入 711,000
補助金収入 49,775,000
受託金収入 28,329,000
事業収入 1,472,000
介護保険事業収入 25,059,000
障害福祉サービス等事業収入 4,130,000
利息収入 4,000
その他の収入 250,000
施設整備のための借入金 42,910,000
その他施設整備等による収入 3,419,000
積立金の取崩 8,295,000
他の事業からの繰入金 1,242,000
預託金長期預り金 1,000,000
前年度繰越金 25,462,000
収入合計 192,058,000

●支出� （単位：円）
種　 　別 予 算 額

人件費支出 85,364,000
事業費支出 8,712,000
事務費支出 12,920,000
助成金支出 7,545,000
施設整備のための支出 47,138,000
積立金 1,350,000
他の事業への繰入金 1,242,000
退職手当積立基金預け金 2,451,000
予備費支出 674,000
次年度繰越金 24,662,000
支出合計 192,058,000

収支予算

サロン活動（本町区福祉会）
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福
津
市
と
福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に「
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、

令
和
４
年
度
～
令
和
８
年
度
の
5
ヶ
年
の
福
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
福
津
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
策
定
の
目
的
】

　

福
津
市
で
は
、「
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
・
子
育
て

な
ど
の
分
野
別
の
計
画
を
策
定
し
、
福

祉
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
虐
待
、
孤
独
死
、

孤
立
、
貧
困
、
格
差
、
ひ
き
こ
も
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
の
「
地
域
生
活

課
題
」
は
複
雑
多
様
化
し
、
分
野
別
の

縦
割
り
で
は
対
応
が
困
難
な
課
題
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
各
分
野
を
超
え
た
横

断
的
な
連
携
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
前
回
計
画
の
考
え
方
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、「
支
え
る
側
」「
支
え
ら

れ
る
側
」
と
い
う
従
来
の
関
係
を
超
え

て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体

が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世

代
や
分
野
を
超
え
て
「
つ
な
が
る
」
こ

と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と

生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い

く
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実
現
し
て
い

く
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
の
理
念
と
目
標
】

基
本
理
念「
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

○�

基
本
目
標
①
ー
地
域
で
支
え
合
う

「
ま
ち
づ
く
り
」

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
や
障
害
者
総

合
支
援
法
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

の
制
定
な
ど
分
野
・
課
題
別
の
公
的
な

制
度
の
整
備
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地

域
や
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
を
全
て

公
的
サ
ー
ビ
ス
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
住
民
相
互

の
支
え
合
う
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
活

動
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割

を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら

し
く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
育
成
し
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

共
働
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実

現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
の
支
え
合
い
活
動
が
「
我
が
こ

と
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、
住
民
福
祉

講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な
ど

を
と
お
し
て
、
意
識
啓
発
や
各
地
域
の

様
々
な
活
動
の
情
報
提
供
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

○�

基
本
目
標
②
ー
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
安
全
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
災
害
に
備
え

る
体
制
づ
く
り
と
地
域
、
福
祉
関
係

者
、
行
政
等
が
連
携
し
た
仕
組
み
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
時
か

ら
見
守
り
活
動
や
支
え
合
い
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
災
害
時
の
助
け
合
い
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
権

利
や
財
産
を
守
る
た
め
、
成
年
後
見
制

度
等
の
周
知
や
利
用
促
進
等
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

○�
基
本
目
標
③
ー
い
つ
で
も
相
談
で
き

る「
ま
ち
づ
く
り
」

　

近
年
の
経
済
・
社
会
変
化
に
伴
い
、

人
の
つ
な
が
り
の
弱
体
化
が
進
み
、

８
０
５
０
問
題
や
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
個
人
や
世
帯
が
抱

え
る
生
き
づ
ら
さ
や
リ
ス
ク
が
複
雑
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

第
３
期
福
津
市
地
域
福
祉
計
画

第
３
期
福
津
市
地
域
福
祉
計
画
・・
第
２
期
福
津
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

第
２
期
福
津
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
誰
一
人

取
り
残
さ
ず
、
支
援
し
て
い
け
る
よ
う

包
括
的
に
受
け
止
め
る
相
談
支
援
体
制

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
に
欠
か
せ
な

い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
住
民
と

相
談
機
関（
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
恐
れ
の
あ
る
人
に
対
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
自
立
や
家
計
改
善
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

福
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
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遺贈による寄付を受け付けております遺贈による寄付を受け付けております
　『遺贈』とは、遺言によって財産の全部または一部を相続人以外の者
や団体に無償で譲ることを言います。
　福津市社会福祉協議会では、皆さんが大切に築かれた財産を地域福
祉の充実のために活用させていただきます。
　詳しくは福津市社会福祉協議会までお問い合わせください。

民民
みんみん

生生
せいせい

委委
いい

員員
いんいん

ですです！！民民
みんみん

生生
せいせい

委委
いい

員員
いんいん

ですです！！民
みん

生
せい

委
い

員
いん

です！

連 載
こんにち

は！
広げよう！地域に根差した思いやり！

活動のモットー　「傾聴重視」

花見 1区担当
森本　文子 さん

　今回は花見１区担当の森本さんにお聞きしました。
　福津市に転入後間もなく、前任者の依頼で民生委員・児童委員にな
られました。花見１区のことについて詳しく知らないまま民生委員に
なった当初は、地域のことについて知ろうと、地図を片手に表札巡り、
高齢者宅などを訪問して、自分を知ってもらうことから活動を始めた
そうです。訪問を拒まれたり、「民生委員は何もしてくれん」と苦情を
言われたり、活動の難しさを痛感されたとのことです。
　しかし、訪問をくり返すなかで、困りごとを相談してくれる方も現れ、
今では民生委員として、地域に欠かすことができない存在となってい
ます。様々な課題を投げかけられ、どう対応していくか悩みながら民生
委員活動に取り組んできたなかで、話を丁寧に聞くことが大切なこと
だと感じ、相手の話を丁寧に、熱心に聴く「傾聴」を大事にして活動に
取り組んでいます。傾聴は、相手の心を軽くしたり、気持ちの整理をう
ながしたり、ただ話して楽しかったというだけではない他の効果があ
ります。
　気がかりな高齢者世帯への訪問に取り組む花見１・２区福祉会（自
治会役員、シニアクラブ役員、民生委員で構成）の一員としての活動や、
福津市民生委員・児童委員協議会福間Ａブロック長として新任委員さ
んからの相談や学習会の企画などにも熱心に取り組まれています。
　現在は、３日に１度は訪問活動をすることを目標に日々の活動に努
められています。

　高齢化や核家族化の進行により、福津市においても一人暮らしの高齢者が増加しています。65
歳以上で一人暮らしの世帯は、4,727世帯（令和４年３月末現在）に及び、福津市全体の世帯のう
ち約16％を占めています。この中には、様々な理由で身寄りがない方も多くいます。
　福津市社会福祉協議会では、身寄りがいない方でも福津市で安心して生活を送ることができるよ
う、事前に希望を聞いて、預託金を預かり、死後の葬儀や家財処分を行う「あんしん安
らか事業」を行っています。
　死後のことで不安がある方は福津市社会福祉協議会まで気軽に相談ください。

～誰にでも訪れる「その時」に備えて～

あ ん し ん 安 ら か 事 業

福津市社会福祉協議会 ☎０９４０（３４）３３４１お問い合わせ
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☎070-4422-9914または☎070-4422-9629
開 設 日 　毎週火曜日（祝日・年末年始は除く）
開設時間 　13時から15時30分まで
利用料金 　無料（通話料はご負担ください）
ふれあいコールを名乗って発信することはありません。詐欺電話にはくれぐれもご注意ください。
事業内容に関することは福津市高齢者サービス課（☎0940-43-8298）へお問い合わせください。

10分間ふ
れあいコ

ール継続
開設中

　福津市傾聴ボランティアほほえみでは、「コロナ禍
で人と会えなくてさみしい」「生活に不安がある」「話
を聞いて欲しい」というような方々のお話を電話で
聞く、10分間ふれあいコールを行っています。
　ご高齢の方も子育て中の方もどなたでもお気軽に
ご連絡ください。

傾聴とは？
　傾聴とは、「相手の話を聴く」というボランティア活動です。
話を丁寧に熱心に「聴く」ことをとおして、相手の心を軽く
したり、気持ちの整理をうながしたり、ただ話して楽しかっ
たというだけではない効果があります。
　福津市傾聴ボランティアほほえみでは、福祉施設や在宅の
高齢者などを対象として傾聴活動を行っていましたが、新型
コロナウイルスの影響で対面での傾聴活動が難しくなった
ことから、電話をとおして傾聴活動を行う「10分間ふれあい
コール」を実施しています。

よく
わか
らな
いけ
ど

生活
に不
安が
、、、

コロナ禍で人と会えなくてさみしいあれ？
今週誰とも

話していない？？

福津市社協だより 8社会福祉
法　　人福津市社会福祉協議会 ☎0940-34-3341

〒811-3218 福岡県福津市手光南2丁目1番1号　URL：http://www.fukutsu-shakyo.or.jp
広報誌についての
お問い合わせ先


